
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板上には、少なくとも、画像蓄積用の第１トランジスタ、画像書き込み用の第２
トランジスタ、画像消去用の第３トランジスタ、電荷蓄積用コンデンサ、及びこれらの素
子上に画素電極が形成され、

第２基板上には共通電極が形成され、前記画素電極と前記共通電極が対向するよ
うにして、所定の間隙を有して前記第１基板と前記第２基板とを張り合わせ、前記所定の
間隙に液晶層を注入してなる 液晶パネルと、
　前記第３トランジスタのゲートにリセット信号を供給するリセットパルス発生回路とを
備え、
　表示すべき画像の信号電圧を前記第１トランジスタを介して前記電荷蓄積用コンデンサ
に蓄積し、次いで前記電荷蓄積用コンデンサに蓄積された信号電圧を前記第２トランジス
タを介して前記画素電極に書き込み、前記信号電圧を前記液晶層に所定期間保持させるこ
とにより各画素毎に画像表示を行う液晶表示装置であって、
　前記画素電極に次画像の信号電圧を書き込む前に、前記リセットパルス回路から前記第
３トランジスタのゲートにリセット信号を供給して、前記液晶層に保持されている前画像
の信号電圧を消去することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
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且つ当該画素電極は金属材料からなる第１電極層と、第２基
板の共通電極と同一構成材料からなる第２電極層とを有し、液晶側に前記第２電極層が配
置され、

反射型の

前記請求項１に記載の液晶表示装置において、前記第１電極層と第２電極層との間に、



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶表示装置に関し、特に高速に画像の書き替えを必要とする表示方式、たとえ
ばフィールドシーケンシャル方式に好適な液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
液晶表示装置の新たなカラー化の手段として、物理的なカラーフィルタを使用せずに、３
色の画像データの高速切り替えを利用したフィールドシーケンシャル方式が注目されてい
る。
【０００３】
フィールドシーケンシャル方式は、マトリックス状に配置された複数の画素で構成される
液晶表示面の全体を、赤色、緑色、青色の単色画像データごとに一度に切り替え、この切
り替えタイミングに合わせて、液晶表示面を照射する光源を、赤色光、緑色光、青色光と
順次高速で切り替える。液晶表示面に形成される単色画像と、これを照射する対応する色
光とを時系列的に高速切り替えすることによって、各色光に対応する残像を人の網膜上で
合成してカラー画像を得るものである。
【０００４】
通常、表示単位となる画素は、マトリックス状に配置された複数の走査信号線及び複数の
画像信号線との各交差部に配置されているが、液晶表示面全体を一度に切り替えるために
、走査信号線ごとに順次画像データを送ってゆき、すべての走査信号線に画像データが供
給されたところで、面単位で同時に画像データを液晶セルに転送する。
【０００５】
フィールドシーケンシャル方式では、カラーフィルタが不要になるだけではなく、単一画
素で赤色、緑色、青色のすべての色を表示できるので、高い解像度が得られる。
【０００６】
図５は、従来のフィールドシーケンシャル方式の液晶パネルの構成を示す。図５（ａ）は
、液晶パネルの１画素に対応する等価回路図、図５（ｂ）は画素部分の概略断面図、図５
（ｃ）は液晶パネルの駆動状態を説明する図である。
【０００７】
上述したように、図５（ａ）に等価回路として示される画素が、Ｘ方向およびＹ方向にマ
トリックス状に複数個配置されて、液晶パネルの表示画面を構成する。各画素は、液晶セ
ルＬＣ、電荷蓄積用コンデンサＣ、画像信号線（ＶＩＤＥＯ）から送られてくる画像デー
タを電荷蓄積用コンデンサＣに蓄積するための第１トランジスタＴＲ１、電荷蓄積用コン
デンサＣに蓄積された画像データを液晶セルＬＣに書き込むための第２トランジスタＴＲ
２を含む。電荷蓄積用コンデンサＣには、蓄積容量電圧（ＣＯＭ）が供給されている。
【０００８】
電荷蓄積用コンデンサＣへの画像データの蓄積は、Ｘ方向に延びる走査信号線（ＧＡＴＥ
）ごとに、線順次で行われる。すなわち、Ｘ方向に並ぶ画素の第１トランジスタＴＲ１の
ゲートに走査信号を与えることにより、画像データがこの走査信号線上の電荷蓄積用コン
デンサＣに、一時的に蓄積される。この動作を、すべての走査信号線に対して順次行なっ
てゆく。すべての走査信号線への書き込みが終了した時点で、第２トランジスタＴＲ２の
ゲートに同期信号（ＳＹＮＣ）が供給され、電荷蓄積用コンデンサＣに蓄積されていた電
荷が、同時に液晶セルＬＣに印加される。これにより、単色光に対する画像データが液晶
表示面全体に表示される。
【０００９】
液晶パネルは、図５（ｂ）の概略断面図に示されるように、ガラス基板１１３上にＩＴＯ
等の透明導電膜からなる共通電極１１７と、配向膜１１９が順次形成され、一方でＳｉ（
シリコン）基板１１１上に、Ａｌ等の金属からなる反射電極（画素電極）１２３と、配向
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誘電体材料からなる増反射膜を配置したことを特徴とする液晶表示装置。



膜１１９が順次形成される。ガラス基板１１３側の配向膜１１９と、Ｓｉ基板１１１側の
配向膜１１９とを所定の間隙を介して対向配置し、図示しない接着樹脂を用いて周囲を貼
り合わせ、この所定の間隙に液晶材料を充填して構成される。反射電極１２３と、共通電
極１１７と、この間に挟持される液晶層１１２とで各画素の液晶セルＬＣを構成する。さ
らに、Ｓｉ基板１１１上には、図５（ａ）の等価回路に示すスイッチング素子として、た
とえばＭＯＳトランジスタ（不図示）と、電荷蓄積用コンデンサ（不図示）が形成される
。なお、共通電極１１７には、共通電極電圧（ＣＥ）が供給されている。
【００１０】
図５（ｃ）に、従来の液晶パネルの動作を示す。第２トランジスタＴＲ２への同期信号（
ＳＹＮＣ）の印加により、単色（たとえば赤色）の画像データ（画像１）が液晶セルＬＣ
に同時に書き込まれる。この間、各画素の電荷蓄積用コンデンサＣには、次の色の画像デ
ータ（たとえば緑色）の画像データ（画像２）が走査信号線ごとに蓄積される。電荷蓄積
用コンデンサＣに蓄積された画像データ（画像２）は、次のＳＹＮＣ信号のタイミングで
、同時に液晶セルＬＣに書き込まれる。
【００１１】
液晶セルＬＣへの画像データの書き替えに同期して、光源の色光を切り替えて表示するこ
とで、人間の目には３色の画像が合成されたカラー画像として認識される。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
上述した従来のフィールドシーケンシャル方式の液晶パネルでは、画面切り替え用の同期
信号（ＳＹＮＣ）のタイミングで、画像データに応じて電荷蓄積用コンデンサＣに蓄積さ
れた電荷が、各画素の液晶セルＬＣに一度に書き込まれる。このとき、液晶セルＬＣを構
成する液晶層１１２では、前回の画像データに対応する信号電圧が残っているところへ新
たな画像データに対応する信号電圧が上書きされることになる。このため、新たに書き込
まれた画像データに対応する信号電圧は、前回書き込まれた画像データの影響を受けて電
圧レベルが変動してしまい、新たに書き込まれた画像データに対応する正しい信号電圧が
液晶セルＬＣに印加されなくなる。これにより、階調表示が不正確になり、画質の低下を
招くという問題が生じていた。
【００１３】
また、画像データに対応する信号電圧が、前回の信号電圧に引きずられ、基準値に対して
電圧値がずれてしまうため、いわゆる駆動電圧のシフトを引き起こす。この結果、画像デ
ータがゼロ電圧のときでも液晶セルＬＣには信号電圧が印加されたままの状態になり、い
わゆる焼き付き（残像、留像）と呼ばれる現象が発生する。このような焼き付き現象も画
質の低下を招く一因となる。
【００１４】
さらに、図５（ｂ）に示すように、共通電極１１７をＩＴＯ等の透明電極とし、反射電極
１２３をＡｌ等の金属電極とした場合は、配向膜１１９を介して異種の電極材料に液晶層
１１２が挟持されることになるため、いわゆる電池が構成され、この電池の起電力により
駆動電圧のシフトが引き起こされる。このような電池効果によっても、液晶セルＬＣには
電圧が印加されたままの状態となり、焼き付き現象がさらに悪化するおそれがある。
【００１５】
　本発明の目的は、

【００１６】
【課題を解決するための手段】
　請求項１に係わる液晶表示装置は、
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フィールドシーケンシャル方式で駆動される反射型の液晶表示装置に
おいて、前画像の信号電圧や電池効果による画質の低下を防止することにある。

第１基板上には少なくとも、画像蓄積用の第１トラ
ンジスタ、画像書き込み用の第２トランジスタ、画像消去用の第３トランジスタ、電荷蓄
積用コンデンサ、及びこれらの素子上に画素電極が形成され、且つ当該画素電極は金属材
料からなる第１電極層と、第２基板の共通電極と同一構成材料からなる第２電極層とを有
し、液晶側に前記第２電極層が配置され、第２基板上には共通電極が形成され、前記画素



前
記第３トランジスタのゲートにリセット信号を供給するリセットパルス発生回路 を備え
、表示すべき画像の信号電圧を前記第１トランジスタを介して前記電荷蓄積用コンデンサ
に蓄積し、次いで前記電荷蓄積用コンデンサに蓄積された信号電圧を前記第２トランジス
タを介して前記画素電極に書き込み、前記信号電圧を前記液晶層に所定期間保持させるこ
とにより各画素毎に画像表示を行う液晶表示装置であって、前記画素電極に次画像の信号
電圧を書き込む前に、前記リセットパルス回路から前記第３トランジスタのゲートにリセ
ット信号を供給して、前記液晶層に保持されている前画像の信号電圧を消去することを特
徴とする。
　

【００１７】
　 構成によれば、画面の切り替えに先立って、画素に保持されている信号電圧
を消去することにより、前回書き込まれた画像の影響を排除することができる。したがっ
て、画素には新たな画像に対応する正しい信号電圧を書き込むことができる。また、駆動
電圧のシフトを生じることがないため、電池効果の発生を抑制することができる。
　

【００１８】
好ましくは、上記構成において第１基板は、少なくとも、マトリックス状に配置された複
数の走査信号線及び複数の画像信号線と、前記マトリックスの各交差部に配置された画素
電極及び電荷蓄積用コンデンサと、同期信号が供給される同期信号線と、リセット信号が
供給されるリセット信号線と、画素に保持された電圧を消去するための消去用配線と、ゲ
ートが前記走査信号線に、ソースが前記画像信号線に、ドレインが前記電荷蓄積用コンデ
ンサにそれぞれ接続される第１トランジスタと、ゲートが前記同期信号線に、ソースが前
記電荷蓄積用コンデンサに、ドレインが前記画素電極にそれぞれ接続される第２トランジ
スタと、ゲートが前記リセット信号線に、ソースが前記画素電極に、ドレインが前記消去
用配線にそれぞれ接続される第３トランジスタとを含む構成とする。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係わる液晶表示装置の実施形態について、添付図面を参照しながら詳細に
説明する。
【００２２】
図１は、本実施形態に係る液晶表示装置１の回路構成を、図２は、図１に示す液晶表示部
９を構成する画素の等価回路図を、図３は、画素の断面形状を示す概略断面図をそれぞれ
示している。なお、図２において、図５と同一符号は同等部分を表すものとする。
【００２３】
液晶表示装置１は、液晶表示部９と、液晶表示部９に種々の駆動信号を供給する画像信号
線駆動回路２及び走査信号線駆動回路３と、同期パルス発生回路７と、リセットパルス供
給回路８と、これらの駆動回路の動作を制御するシステムコントローラ６を備えている。
【００２４】
液晶表示部９は、主面上に電極等が形成された後述するＳｉ基板とガラス基板との間に液
晶層を保持した液晶パネルである。図示しないＳｉ基板上には、複数の画像信号線Ｄ１，
Ｄ２…（以下、総称してＤ）と、画像信号線Ｄに交差する複数の走査信号線Ｇ１，Ｇ２…
（以下、総称してＧ）が配置されている。両信号線の各交差部には、複数の画素ＰＩＸが
マトリックス状に配置されている。
【００２５】
画像信号線駆動回路２は、画像信号線Ｄ１，Ｄ２…に画像データをサンプリングして、各
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電極と前記共通電極が対向するようにして、所定の間隙を有して前記第１基板と前記第２
基板とを張り合わせ、前記所定の間隙に液晶層を注入してなる反射型の液晶パネルと、

と

請求項２に係わる液晶表示装置は、前記請求項１に記載の液晶表示装置において、前記
第１電極層と第２電極層との間に、誘電体材料からなる増反射膜を配置したことを特徴と
する。

請求項１の

また、請求項２の構成によれば、画像をより明るく鮮明にすることができるので、特に
反射型の液晶表示装置に適したものとなる。



画素ＰＩＸに画像データを供給する。走査信号線駆動回路３は、各走査信号線Ｇ１，Ｇ２
…に走査信号を順次供給する。同期パルス発生回路７と、リセットパルス発生回路８は、
それぞれ所定のタイミングで同期信号ＳＹＮＣ、リセット信号ＲＥＳＥＴをそれぞれ生成
し、各画素ＰＩＸに供給する。
【００２６】
液晶表示部９を構成する各画素ＰＩＸは、図２に示すように、第１～第３トランジスタＴ
Ｒ１～ＴＲ３、電荷蓄積用コンデンサＣ、液晶セルＬＣを有する。液晶セルＬＣは、画素
電極４と、この画素電極４に対向する共通電極５と、画素電極４と共通電極５の間に挟持
される液晶層１２により構成される。なお、第１トランジスタＴＲ１、第２トランジスタ
ＴＲ２、第３トランジスタＴＲ３は、それぞれ本実施形態における画像蓄積用の第１トラ
ンジスタ、画像書き込み用の第２トランジスタ、画像消去用の第３トランジスタを構成す
る。
【００２７】
第１トランジスタＴＲ１のゲートは、走査信号が供給される走査信号線Ｇに接続され、ソ
ースは画像データが供給される画像信号線Ｄに、ドレインは電荷蓄積用コンデンサＣに接
続されている。第２トランジスタＴＲ２のゲートは、同期パルス発生回路７からの同期信
号ＳＹＮＣが供給される同期信号線Ｓに接続され、ソースは電荷蓄積用コンデンサＣに、
ドレインは画素電極４に接続されている。第３トランジスタＴＲ３のゲートは、リセット
パルス発生回路８からのリセット信号ＲＥＳＥＴが供給されるリセット信号線Ｒに接続さ
れ、ソースは画素電極４に、ドレインは液晶層１２に保持された電圧を消去するための消
去用配線Ｅを介して、ガラス基板１３上のＩＴＯ共通電極１７（図３）に接続されている
。図２では、消去用配線ＥとＩＴＯ共通電極１７との電気的な接続を示すため記号ＣＥ（
共通電極電圧）を付している。
【００２８】
この液晶表示装置１は、以下のように動作する。
【００２９】
走査信号線駆動回路３は、走査信号線Ｇに順次走査信号を供給し、対応する走査信号線に
沿って配置される画素ＰＩＸの第１トランジスタＴＲ１のゲートに電圧を印加して、第１
トランジスタＴＲ１をオンにする。一方、画像信号線駆動回路２は、画像信号線Ｄに画像
データをサンプリングして、この画像データに対応する信号電圧を、第１トランジスタＴ
Ｒ１を介して電荷蓄積用コンデンサＣに電荷として蓄積する。各画素ＰＩＸに供給される
画像データは、単色光に対応する単色画像の画像データを表わす信号である。このような
電荷蓄積用コンデンサＣへの電荷の蓄積を、走査線単位で順次繰り返す。
【００３０】
すべての走査信号線Ｇについて、電荷蓄積用コンデンサＣに画像データに対応する電荷が
蓄積されたところで、リセットパルス発生回路８でリセット信号ＲＥＳＥＴが生成される
。リセット信号ＲＥＳＥＴは、リセット信号線Ｒを介して第３トランジスタＴＲ３のゲー
トに印加される。このリセット信号により、第３トランジスタＴＲ３がオン状態となり、
液晶セルＬＣにそれまで保持されていた前回の画像データに対応する信号電圧が消去用配
線Ｅを通じてＩＴＯ共通電極１７に放電（消去）される。
【００３１】
このような動作により、液晶セルＬＣの電圧印加状態をゼロ電位に戻し、次の画像データ
への影響を排除することができる。
【００３２】
この後、同期パルス発生回路７で同期信号ＳＹＮＣが生成され、同期信号線Ｓを介して第
２トランジスタＴＲ２のゲートに供給される。同期信号ＳＹＮＣの印加により、第２トラ
ンジスタＴＲ２がオン状態になり、各画素の電荷蓄積用コンデンサＣに蓄積されていた電
荷が、一度に液晶セルＬＣに書き込まれる。このとき、新たに書き込まれる画像データは
前回の画像データによる電圧印加状態に引きずられることなく、液晶セルＬＣには新たな
画像データに対応する正しい信号電圧が書き込まれることになる。
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【００３３】
より具体的には、電荷蓄積用コンデンサＣから、画像データに対応する信号電圧が液晶セ
ルＬＣの画素電極４に印加されると、共通電極５に印加された共通電極電圧ＣＥとの間で
生じる電位差に応じて、液晶層１１２の配向状態が今回供給された画像データに対応した
配向状態に変化する。したがって、液晶セルＬＣの液晶層１２の光変調度は、画像データ
に対応した正しい電圧値に応じて変化し、画像データの情報量に応じた階調度をもつ画像
を得ることができる。
【００３４】
なお、図２では、液晶セルＬＣに保持された電圧を消去用配線Ｅを介してＩＴＯ共通電極
１７に放電する例について示しているが、液晶表示部９の外部に放電するように構成する
こともできる。
【００３５】
図３に、ＭＯＳトランジスタを用いて構成される画素ＰＩＸの断面構造を示す。ただし、
図３（ａ）～（ｃ）において、反射電極２７、ＩＴＯ共通電極１７は、図２の画素電極４
、共通電極５にそれぞれ対応する。また、図３（ａ）～（ｃ）には、反射電極２７に接続
される第２トランジスタＴＲ２のドレイン１５のみが示されているが、アクティブマトリ
ックスを構成する第１～第３トランジスタ（ＴＲ１～ＴＲ３）も、同様にＳｉ基板１１上
に形成されている。各トランジスタのソース・ドレインは、たとえば不純物拡散によって
形成される。また、ゲートはゲート絶縁膜を介して、ポリシリコン、金属等で形成される
。
【００３６】
図３（ａ）に示す構成例では、各画素は、ガラス基板１３上に形成されるＩＴＯ共通電極
１７と、Ｓｉ基板１１の絶縁層２１上にＩＴＯ共通電極１７に対向して形成される反射電
極２７と、これらの電極１７、２７の間に配向膜１９を介して保持される液晶層１２を含
む。反射電極２７と、これに対向する部分のＩＴＯ共通電極１７と、この間に介在する液
晶層１２とで液晶セルＬＣを構成する。
【００３７】
反射電極２７は、従来用いられるＡｌ膜（金属電極）２３と、ＩＴＯ共通電極１７と同一
の透明導電材料のＩＴＯ膜２４とを備え、ＩＴＯ共通電極１７がＡｌ膜２３よりも液晶層
１２側に形成された構造を有する。これにより、共通電極１７と、反射電極２７の対向す
る面とが同一材料の透明電極で構成されることになり、異種の電極材料による電池効果を
抑制できる。したがって、駆動電圧のシフトが引き起こされることがなく、焼き付き現象
の発生を防止することができる。
【００３８】
図３（ｂ）は、画素の別の構成例を示す。図３（ｂ）に示す構成例は、従来のＡｌ膜２３
の上方にＩＴＯ膜２４が配置され、さらに、Ａｌ膜２３とＩＴＯ膜２４の間に、誘電体か
らなるミラー（増反射膜）２５が挿入されている。ミラー２５上のＩＴＯ膜２４は、共通
電極１７と同一材料で形成される透明導電膜である。Ａｌ膜２３、ミラー２５、ＩＴＯ膜
２４で反射電極２７を構成する。
【００３９】
このような構成を有する画素によれば、図３（ａ）と同じく電池効果を抑制して焼き付き
現象の発生を防止することができるだけでなく、画像をより明るく鮮明にすることができ
るので、特に反射型の液晶表示装置に適している。
【００４０】
図３（ｃ）は、画素のさらに別の構成例を示す。この構成例では、第２トランジスタＴＲ
２のドレイン１５にＩＴＯ膜２４が直接接続され、ＩＴＯ膜２４の下方に、反射率を増大
させるミラー２５が挿入されている。ＩＴＯ膜２４とミラー２５で、反射電極２７を構成
する。このような構成を有する画素についても、図３（ｂ）と同等の効果を得ることがで
きる。
【００４１】
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以上、図３（ａ）～（ｃ）に示したように、Ｓｉ基板１１側の反射電極２７から金属材料
を取り除き、共通電極１７と反射電極２７の対向する面とを同一材料の透明電極で構成す
ることにより、電極間の対称性がよくなり、異種の電極材料による電池効果を抑制するこ
とができる。このため、駆動電圧のシフトを生じることがなく、焼き付け現象を効果的に
防止することができる。
【００４２】
なお、図３（ａ）～（ｃ）において、Ｓｉ基板１１、ガラス基板１３は、それぞれ本実施
形態における第１基板、第２基板を構成する。また、ＩＴＯ膜２４は、本実施形態におい
て、共通電極となるＩＴＯ共通電極１７と同一の透明導電材料からなる電極膜を構成する
。
【００４３】
図４は、図１～３に示す液晶表示装置の駆動状態を説明する図である。上述したように、
液晶表示部９の電荷蓄積用コンデンサＣへの蓄積は線順次走査で行われる。走査信号線Ｇ
に接続された第１トランジスタＴＲ１のゲートに、走査信号を与えることによって、第１
トランジスタＴＲ１がオン状態となり、画像信号線Ｄを介して供給される単色（たとえば
緑色）の画像データ（画像２）が、この走査信号線上の画素の電荷蓄積用コンデンサＣに
電荷として蓄積される。
【００４４】
この動作を、走査信号線単位で順次進め、すべての走査信号線で電荷蓄積用コンデンサＣ
へ画像データ（画像２）が蓄積されたところで、第３トランジスタＴＲ３のゲートにリセ
ット信号が印加され、それまで液晶セルＬＣに書き込まれていた前回の画像（たとえば赤
色）の画像データ（画像１）の信号電圧が消去される。液晶セルＬＣの画像消去後に、第
２トランジスタＴＲ２のゲートに同期信号ＳＹＮＣが印加され、電荷蓄積用コンデンサＣ
に蓄積されていた画像データ（画像２）に対応する電荷が信号電圧として、一度に液晶セ
ルＬＣに書き込まれる。
【００４５】
一方、電荷蓄積用コンデンサＣから液晶セルＬＣへ緑色の画像データ（画像２）の信号電
圧が書き込まれると、第１トランジスタＴＲ１のゲートに走査信号が供給され、次の単色
（たとえば青色）の画像データ（画像３）が、走査信号線単位で電荷蓄積用コンデンサＣ
に電荷として蓄積される。電荷蓄積用コンデンサＣへの蓄積が終了すると、液晶セルＬＣ
にそれまで書き込まれていた緑色の画像データ（画像２）の信号電圧が消去される。その
後、第２トランジスタＴＲ２がＯＮして、電荷蓄積用コンデンサＣに蓄積されていた青色
の画像データ（画像３）に対応する電荷が信号電圧として、一度に液晶セルＬＣに書き込
まれる。
【００４６】
このように、赤色、緑色、青色の各色についての画像が液晶セルＬＣに書き込まれた時点
で１カラー画面を構成する。
【００４７】
液晶表示部９の画面書き替えに同期して、光源は、対応する赤色、緑色、青色の単色光を
液晶表示部９の表示画面に照射する。これにより３色光の画像が高速で切り替えられて表
示され、人間の目には３色が合成されたカラー画像として認識される。
【００４８】
本実施形態に係わる液晶表示装置１によれば、液晶表示部９での各色の画像形成時に、各
液晶セルＬＣで前回の画像データの影響を引きずることがなく、各液晶セルＬＣには新た
な画像データに対応する正しい信号電圧を書き込むことができるため、階調表示が正確に
なる。また、駆動電圧のシフトを生じることがないため、電池効果の発生を抑制して、焼
き付き現象の発生を防止することができる。したがって、前回書き込まれた画像データに
起因する画質の低下を防止して、より適切な階調でカラー画像を合成することができる。
【００４９】
なお本実施形態では、液晶表示部９の画素にＭＯＳトランジスタを用いた構成を例にして
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説明したが、第１～第３トランジスタＴＲ１～ＴＲ３として、ＴＦＴ（ Thin Film Transi
stor）や、その他同等に機能する半導体素子を用いた場合でも本発明の技術的思想を実現
できることは言うまでもない。また、各トランジスタのゲート構造については、抵抗低減
のためにシリサイド、ポリサイド等を適宜使用可能である。
【００５０】
【発明の効果】
本発明によれば、画面の切り替えに先立って、液晶セルに保持されている前画像の信号電
圧が消去されるので、新たな画像の信号電圧は、前画像の影響を受けることがなく、液晶
セルには新たに書き込まれた画像の正しい信号電圧が印加され、階調表示が正確になる。
また、駆動電圧のシフトを生じることがないので、電池効果の発生を抑制して、焼き付き
現象の発生を防止することができる。このように、階調表示が正確になり、また焼き付き
現象も発生することがないため、画質の低下を防止することができる。
【００５１】
さらに、共通電極と画素電極の対向する面とを同一の透明導電材料で構成することにより
、異種の電極材料による電池効果を抑制して、焼き付き現象のさらなる悪化を防止できる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態に係る液晶表示装置の回路構成図である。
【図２】液晶表示部を構成する画素の等価回路図である。
【図３】画素の断面形状を示す概略断面図である。
【図４】実施形態に係る液晶表示装置の駆動状態を説明する図である。
【図５】従来のフィールドシーケンシャル方式の液晶パネルの構成図である。（ａ）は液
晶パネルの１画素に対応する等価回路図である。（ｂ）は画素部分の概略構成図である。
（ｃ）は液晶パネルの駆動状態を説明する図である。
【符号の説明】
１　液晶表示装置
２　画像信号線駆動回路
３　走査信号線駆動回路
４　画素電極
５　共通電極
６　システムコントローラ
７　同期パルス発生回路
８　リセットパルス発生回路
９　液晶表示部
１１　Ｓｉ基板
１２　液晶層
１３　ガラス基板
１７　ＩＴＯ共通電極
１９　配向膜
２１　絶縁層
２７　反射電極
ＴＲ１　第１トランジスタ
ＴＲ２　第２トランジスタ
ＴＲ３　第３トランジスタ
Ｄ　画像信号線
Ｇ　走査信号線
Ｒ　リセット信号線
Ｓ　同期信号線
Ｅ　消去用配線
ＳＹＮＣ　同期信号
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ＲＥＳＥＴ　リセット信号
ＰＩＸ　画素
ＬＣ　液晶セル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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